
１「占領期の部落問題」の特集にあたって

（
社
）
部
落
解
放
研
究
所
で
は
、
一
昨
年
か
ら
原
田
伴
彦
記
念
基
金

の
事
業
と
し
て
、
国
立
国
会
図
書
館
が
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
収

集
し
公
開
し
て
い
る
い
わ
ゆ
る
曰
本
占
領
文
書
（
○
国
Ｃ
笏
○
缶
勺

列
の
○
・
ａ
の
）
の
調
査
・
研
究
に
取
組
ん
で
き
た
。
曰
本
占
領
文
書
は

戦
後
史
研
究
の
第
一
級
資
料
で
あ
り
、
す
で
に
多
く
の
分
野
で
研
究

成
果
が
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
部
落
問
題
の
視
点
か
ら
組
織
的
に
調

査
・
研
究
に
取
組
ん
だ
の
は
、
部
落
解
放
研
究
所
が
初
め
て
だ
っ

た
。二
年
に
わ
た
る
資
料
調
査
で
、
当
初
の
予
想
以
上
に
多
く
の
部
落

問
題
と
か
か
わ
る
資
料
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
間
、
多

く
の
方
々
の
お
世
話
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
収
集
し
た
主
な
資

特
集

「
占
領
期
の
部
落
問
題
」
の
特
集
に
あ
た
っ
て

■■■■■ 

部
落
解
放
研
究
所
近
現
代
史
部
会

料
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

Ｇ
Ｓ
（
民
政
局
関
係
）

松
本
治
一
郎
を
始
め
、
田
原
春
治
、
上
田
音
市
、
梅
原
真
隆
な
ど

の
公
職
追
放
（
容
疑
）
関
係
資
料
を
収
集
し
た
。
と
く
に
松
本
治
一

郎
関
係
分
は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
で
九
枚
に
の
ぼ
り
、
松
本
の
公

職
追
放
に
い
た
る
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
多
く
の
事
実
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
一
九
四
六
年
か
ら
松
本
治
一
郎
に
た
び
た
び
公

職
追
放
の
嫌
疑
が
か
か
り
、
そ
の
た
び
に
除
外
と
な
っ
た
こ
と
な

ど
、
一
部
の
事
実
経
過
に
つ
い
て
は
渡
辺
俊
雄
「
占
領
文
書
か
ら
み

た
松
本
追
放
問
題
」
（
『
部
落
解
放
』
第
一
一
六
二
号
、
一
九
八
七
年
六

月
）
で
紹
介
し
た
。

Ｃ
Ａ
Ｓ
（
民
事
局
）

従
来
か
ら
民
事
局
（
な
い
し
軍
政
部
）
と
の
関
連
が
知
ら
れ
て
い

研究部
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２ ３「占領期の部落問題」の特集にあたって
た
京
都
市
・
神
戸
市
の
ほ
か
、
四
国
に
お
け
る
成
人
教
育
担
当
宮
会

議
で
「
同
和
教
育
」
が
議
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
も
含

ま
れ
て
い
る
。
民
事
局
関
係
の
資
料
の
な
か
に
は
、
各
軍
政
部
（
軍

政
チ
ー
ム
）
の
『
月
例
報
告
」
が
多
数
含
ま
れ
て
お
り
、
地
域
に
密

着
し
た
動
き
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
の
探
索
は
今
後
の

課
題
で
あ
る
。

Ｃ
Ｉ
Ｅ
（
民
間
情
報
教
育
局
）

す
で
に
赤
塚
康
雄
氏
が
紹
介
し
て
い
る
、
部
落
解
放
団
体
と
の
接

触
を
記
し
た
ウ
イ
ー
ク
リ
ー
・
レ
ポ
ー
ト
の
ほ
か
、
自
由
人
権
協
会

の
長
野
県
・
京
都
府
の
支
部
創
立
当
時
の
名
簿
や
、
一
九
五
二
年
一

月
に
日
本
人
文
科
学
会
が
主
催
し
た
「
社
会
的
緊
張
の
研
究
報
告
大

会
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
な
か
に
、
部
落
問
題
に
関
係
す
る
資
料
が

あ
る
。

Ｃ
Ｉ
Ｓ
（
民
間
諜
報
局
）

民
間
諜
報
局
の
民
間
検
閲
支
隊
（
Ｃ
Ｃ
Ｄ
）
が
、
松
本
治
一
郎
及

び
部
落
解
放
全
国
委
員
会
が
各
地
と
や
り
と
り
し
た
手
紙
・
電
話
類

を
検
閲
し
た
膨
大
な
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
今
後
翻
訳
の
作
業
が
進

め
ば
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
各
地
の
動
き
な
ど
も
判
明

す
る
だ
ろ
う
。

Ｅ
Ｓ
Ｓ
（
経
済
科
学
局
）

こ
こ
に
は
、
民
政
ガ
イ
ド
『
在
日
外
国
人
』
と
そ
の
改
訂
版
の
ほ

か
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
皮
革
使
節
団
の
報
告
が
含
ま
れ
て
い
る
。
前

以
上
の
よ
う
な
資
料
の
検
索
に
あ
た
っ
て
は
、
主
に
国
立
国
会
図

書
館
が
作
成
し
た
分
類
番
号
を
利
用
し
た
。
部
落
問
題
と
い
う
分
類

は
な
い
が
、
最
も
関
係
が
深
い
と
思
わ
れ
る
の
は
七
○
○
「
社
会
問

題
」
、
と
く
に
七
一
三
「
地
域
集
団
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
資

料
が
公
開
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
部
局
の
七
○
○
’
七
一
三
番
台
に

あ
た
る
こ
と
で
、
か
な
り
の
資
料
を
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

次
は
探
索
し
た
い
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
う
え
で
、
関
連
す
る
と
思

わ
れ
る
部
局
と
分
類
番
号
が
ク
ロ
ス
す
る
資
料
を
探
索
す
る
こ
と
で

あ
る
。
た
と
え
ば
、
公
職
追
放
は
Ｇ
Ｓ
お
よ
び
Ｇ
ｌ
２
の
三
四
○
番

（
公
職
追
放
）
、
皮
革
産
業
に
つ
い
て
は
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
六
二
一
番
（
製

造
業
）
、
手
紙
等
の
検
閲
に
つ
い
て
は
Ｃ
Ｉ
Ｓ
の
六
三
一
一
一
番
（
通
信
）

お
よ
び
八
三
四
番
（
検
閲
）
な
ど
で
あ
る
。

な
お
資
料
に
付
せ
ら
れ
た
分
類
番
号
は
一
つ
と
は
限
ら
ず
、
複
数

付
せ
ら
れ
た
分
類
番
号
を
手
が
か
り
に
検
索
の
領
域
を
広
げ
て
い
く

こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

ま
た
Ｇ
Ｓ
の
資
料
に
つ
い
て
は
人
名
と
組
織
名
別
の
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
の

資
料
に
つ
い
て
は
府
県
お
よ
び
地
方
別
の
検
索
が
可
能
で
あ
る
。
従

っ
て
あ
ら
か
じ
め
調
べ
た
い
人
名
・
組
織
名
・
事
件
の
お
こ
っ
た
府

県
と
年
代
な
ど
を
念
頭
に
資
料
を
探
し
出
す
こ
と
も
で
き
る
。

■■■■ 
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者
に
つ
い
て
は
す
で
に
「
部
落
解
放
研
究
」
第
六
五
号
（
一
九
八
八

年
一
二
月
）
で
金
英
達
・
片
山
須
美
子
両
氏
が
紹
介
し
た
。

Ｇ
ｌ
２
（
参
謀
第
二
部
）

こ
こ
に
は
、
一
九
四
六
年
当
時
、
松
本
治
一
郎
の
公
職
追
放
が
画

策
さ
れ
た
時
、
全
国
各
地
か
ら
総
司
令
部
あ
て
に
出
さ
れ
た
追
放
除

外
の
請
願
書
と
署
名
用
紙
が
含
ま
れ
て
い
る
。
袖
井
林
二
郎
『
拝
啓

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
様
』
（
大
月
書
店
、
一
九
八
五
年
）
で
指
摘
し

て
い
た
も
の
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。

Ｌ
Ｓ
（
法
務
局
）
関
係

こ
こ
で
は
ま
だ
直
接
に
部
落
問
題
を
主
題
と
し
た
資
料
を
発
見
し

て
い
な
い
が
、
法
務
府
人
権
擁
護
局
が
取
扱
っ
た
人
権
侵
犯
事
件
の

件
数
一
覧
、
自
由
人
権
協
会
設
立
前
後
の
資
料
な
ど
が
あ
り
、
こ
の

な
か
に
部
落
問
題
に
か
か
わ
る
資
料
が
散
見
さ
れ
る
。

Ｎ
Ｒ
Ｓ
（
天
然
資
源
局
）

Ｃ
Ｉ
Ｅ
と
協
力
し
て
農
地
改
革
前
後
の
変
化
を
調
査
し
ま
と
め
た

《
《
］
呂
目
①
の
①
ご
】
」
一
四
ｍ
の
旨
弓
円
目
の
三
・
口
ご
『
推
移
し
つ
つ
あ
る
曰
本

の
農
村
』
と
そ
の
草
稿
な
ど
が
あ
り
、
こ
の
報
告
書
に
は
被
差
別
部

落
を
含
む
数
カ
所
の
農
村
の
実
態
調
査
が
含
ま
れ
て
い
る
。

Ｐ
Ｈ
Ｗ
（
公
衆
衛
生
福
祉
局
）

一
九
四
九
年
当
時
、
同
局
内
で
部
落
問
題
を
政
策
立
案
の
対
象
と

す
る
べ
き
か
ど
う
か
を
議
論
し
た
資
料
の
ほ
か
、
年
報
『
日
本
に
お

け
る
公
衆
衛
生
福
祉
』
が
含
ま
れ
て
い
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
曰
本
占
領
文
書
だ
け
で
は
な
く
、
広
く
戦
時

下
お
よ
び
占
領
期
の
部
落
問
題
に
か
か
わ
る
資
料
の
収
集
に
も
つ
と

め
た
。

た
と
え
ば
、
占
領
政
策
全
般
を
知
る
う
え
で
基
礎
的
文
献
と
な
る

貝
出
宮
・
目
・
｛
ｚ
・
口
目
］
旨
ご
少
昌
ぐ
三
の
ｍ
・
玲
岳
の
ｏ
８
ｐ
ｂ
畳
・
ロ

○
用
］
四
℃
ロ
ロ
》
》
負
勺
。
］
菖
日
］
閃
①
○
回
の
ロ
冨
威
○
口
。
｛
］
囚
ご
ロ
ロ
》
）
の
ほ
か
、

民
９
１
］
し
庫
囚
胃
の
出
目
』
ゲ
○
・
斤
］
シ
勺
シ
ｚ
ご
や
へ
《
白
陣
同
国
口
］
］
の
片
目
ｇ

な
ど
に
も
部
落
問
題
に
か
か
わ
る
記
事
が
あ
る
。
ま
た
ア
メ
リ
カ

国
務
省
関
係
の
Ｒ
＆
Ａ
レ
ポ
ー
ト
、
陸
軍
の
新
聞
員
の
冨
厨
目
」

の
冨
君
の
の
．
》
（
星
条
旗
）
、
極
東
委
員
会
文
書
の
な
か
で
も
、
部
落
問

題
関
係
の
資
料
を
ひ
ろ
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

個
人
文
書
と
し
て
は
、
ハ
ッ
シ
ー
文
書
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
文
書
、

プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
な
ど
の
な
か
に
、
部
落
問
題
と
か
か
わ
る
重
要
な
資

料
が
含
ま
れ
て
い
る
。
個
人
文
書
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
な
い
が
、

た
と
え
ば
、
ハ
ー
バ
ー
ト
・
パ
ッ
シ
ン
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ネ
ピ
ア
、
カ

ル
メ
ン
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
各
氏
か
ら
も
貴
重
な
資
料
の
提
供
を
い
た

だ
い
た
。

以
上
の
よ
う
な
資
料
収
集
と
並
行
し
て
、
占
領
当
時
に
総
司
令
部

な
い
し
は
ア
メ
リ
カ
陸
軍
の
一
員
と
し
て
曰
本
に
滞
在
し
、
部
落
問

題
と
か
か
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
関
係
者
へ
の
聞
き
と
り
を
行
な
っ
た

が
、
こ
う
し
た
聞
き
と
り
か
ら
新
し
い
資
料
の
発
見
が
可
能
に
な
っ

た
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
ま
で
に
、
手
紙
の
往
復
も
含
め
て
問






